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栽植の密度および様式の違いがエダマメの収量
　　　　　　　　　　　および食味に及ぼす影響
山下　義幸・原　　佳子
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Effect　of　the　density　and　pattern　of　planting　on　the　yield
　　　　　　　　　　　and　the　taste　in　green　soybean
Yoshiyuki　YAMAsHITA　Yoshiko　HARA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　Cultivating　the　extremely　early　variety　under　various　conditions　differing　in　planting　densi－
ty（40　cm×10　cm，20　cm，30　cm），and　planting　pattern（normal　and　zigzag　planting），the
effects　of　these　conditions　on　the　pod　yield　and　tasts　were　examined．
　The　results　gained　were　as　follows：
1．The　wider　the　planting　spaces，　the　pod　yield　per　hill　more　increased，　while　the　pod　yield
per　unit　area　more　decrased．
2，Zigzag　planting　showed　higher　pod　yield　than　normal　planting　regardless　of　planting　den－
sity．
3．　Green　soybean　grown　under　spase　planting　conditions　was　superior　in　taste　to　the　those
grown　under　dense　planting　conditions，　which　may　be　due　to　the　degrees　of　fullness　of　grain．
4．In　conclusion，　the　zigzag　planting　with　planting　density　of　about　10　hills　per　m（40
cm×2530　cm）is　considered　to　be　effective　in　green　soybean　culture．
は　じ　め　に
　近年，極早生種のエダマメ栽培が普及し始めた。例えば極早生品種シロフミ（サカタ種苗）お
よび白鳥（金子種苗）では，播種から収穫までの生育期間がわずか85日と非常に短い。そこで，
著者らは品種白鳥を用い，80～85日の生育期間内で，充実したエダマメの生産が出来るか否か
について検討するとともに，栽植密度および栽植様式との関係について若干の知見を得たのでこ
こに報告する。
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1．試　験　方　法
（1）供試品種：白　鳥（金子種苗）
（2）処理区の種類
　第1表
　第1図
（3）栽培方法
　a）播種4月25日　1株2粒まき
　b）施肥量：（10a当たり）
　　　　　　　鶏　　粉　100kg
　　　　　　　石　　灰　　40kg
　　　　　　　化成肥料　　50kg（内追肥15　kg）
　c）管理：5月10日に間引いて1本立とし，5月20日に第1回除草，追肥，中耕，5月15日
　　　第2回除草，追肥および中耕を行った5月15日にアブラムシ防除のためスミチオン乳
　　　剤1000倍液を散布，6月19日ダイズヒメサヤムシ，ミドリカメムシ，ヒメコガネムシ
第1表処理区の種類
処　理　区　名 栽植条間×距離株間 m2当たり株数
①10cm並木植区 40cm×10　cm 25．0
②10cm千鳥植区 40　　×10 25．0
③20cm並木植区 40　　×20 12．5
④20cm千鳥植区 40　　×20 12．5
⑤30cm長方形植区 40　　x30 8．5
⑥30cm千鳥植区 40　　×30 8．5
10cm　並木植区 10cm　千鳥植区 10cm
＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊
＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊
＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊
＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊．　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊
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第1図　処理区の栽植様式
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　　　防除のためラーネント800倍液を散布した。
（4）調査：主要生育時期の判定と収穫期における収穫物調査を行った。
2．試　験　結　果
（1）生育段階の推移
主要生育時期の推移は第2表の通りである。発芽はいずれの処理区においても株間で1日以
　　　　　　　　　　　　　　　第2表主要生育時期の推移
項　目 収穫時
処理区
発芽期? 発芽揃? 開花期? 開花揃? 爽充実期
@月日
棊充実揃
@月日
収穫期? 生育? ???
茎太mm
①10cm並木植区
A10Cln千鳥植区
5．7
T．7
5，　9
T，　9
5．28
T．28
5．30
T．30
6．5
U．5
7．4
V．4
7．19
V．19
85
W5
29．8
Q8．8
44．6
S8．3
③20cm並木植区
C20cm千鳥植区
5．7
T．8
5，　9
T．10
5．28
T．28
5．30
T．30
6．6
U．6
7．5
V．5
7．19
V．19
85
W5
26．0
Q5．0
48．6
T1．6
⑤30cm長方形植区
E30cm千鳥植区
5．8
T．8
5．10
T．10
5．29
T．29
5．30
T．30
6．5
U．5
7．5
V．5
7．19
V．19
85
W5
23．8
Q3．0
54．5
T7．7
注：播種日一4月25日
第3表　稔実英数
項　目 1株 稔 実 英　　数 m2当たり
処理区 1粒萸 2粒棊 3粒英 総棊数 稔実英数
①10cm並木植 3．9 10．2 2．5 16．6 415
（24） （61） （15） （100）
②10cm千鳥植 4．2 12．6 2．9 19．7 493
（21） （64） （15） （100）
平　均 4．1 11．4 2．7 18．2 455
（22） （63） （15） （100）
③20cm並木植 5．5 14．5 3．0 23．0 288
（24） （63） （13） （100）
④20cm千鳥植 6．8 15．0 3．5 25．3 316
（27） （59） （14） （100）
平　均 6．2 14．8 3．3 24．3 303
（26） （61） （13） （100）
⑤30cm長方形値 7．2 17．1 4．2 28．5 242
（25） （60） （15） （100）
⑥30cm千鳥植 9．8 18．7 4．6 33．1 281
（30） （56） （14） （100）
平　均 8．5 17．9 4．4 30．8 262
（28） （58） （14） （100）
正常植　　平　均 5．5 13．9 3．2 22．6 315
（24） （62） （14） （100）
千鳥植　　平　均 6．9 15．4 3．7 26．0 361
（27） （59） （14） （100）
注：（）内の数値は総棊数に対する1～3粒黄数の割合を示す
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上の差がみられず，5月10日までに全処理区が発芽揃となった。開花揃はすべての処理区とも5
月30日で均一であった。棊充実揃も1日の差で7月5日までにみられ，株間10cmの並木植区，
千鳥植区が他の区にくらべて1日だけ早かった。
　収穫期の主茎長は①10cm並木植区が29．8　cmで最も長く，⑥30　cm千鳥植区が最短の23．O
cmであった。また茎太については①10　cm並木植区が最も細く，⑥30　cm千鳥植区が最も太く
その差は1．3cmと肉眼観察でも一周り太く感じられた。
　（2）収量
　収量形質としてはエダマメとしての稔実泰の数と重量を対象とした。
　①稔実棊数
　第3表にみられるように，1株稔実棊数については，30cm区＞20　cm区10　cm区の順に多
く，疎植化による増大が明らかに認められたが，単位面積当たり（m2当たり）稔実萸数につい
ては，逆に10cm区＞20　cm区＞30　cm区の順に多く，密植化による増大が明らかであった。
　同じ栽植密度間では，千鳥植が正常値（並木植および長方形植）に比べて明らかに優り，両者
の間には全区平均して12％の差が認められた。
　1株稔実葵数の構成を着粒数別棊数でみると，全処理区を通じて2粒泰の占める比率が高く
（57％），1粒葵（22％）および3粒棊（21％）の占める比率が低かったが，栽植密度および栽植
様式による違いはほとんど認められなかった。
　②稔実棊重
　第4表にみられるように，稔実棊重についても稔実棊数と全く同様の関係が認められ，1株稔
実爽重および平均1棊重ではそ疎植化による増大が明らかであるのに対し，面積当たり稔実棊
重では逆に密植化による増大が明らかであった。英重についても千鳥植は正常植に優り，棊数の
場合と同じく全区平均して12％の差がみられた。
　③収量の評価
　エダマメの収量を単位面積当たりの稔実爽数や稔実英重で評価した場合には，前述のように密
植化の効果が大きい。しかし，子実用としてのダイズ栽培とは異なり，生食用としてのエダマメ
栽培の場合には，品質・食味とくに食味が最も重視される形質となるであろう。そうした意味で
は，英数や爽重よりもむしろ成熟過程にある子実の充実度が問題であり，第4表に示される平
均1泰重の違いに着目する必要があり，栽植密度間におけるそれらの相異が食味にどう反映し
ているかが問題であろう。
　栽植様式については，千鳥植は正常値に比べ，単位面積当たり英数，棊重，1葵重いずれの面
でも優り，収量・品質の向上にとって有効な栽植様式であろうと思われる。
　（3）食味
　農場実習生42名に対して食味試験を行い，以下の4項目についてアンケート調査の結果をま
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第4表　稔実爽重 単位：9
項　目 1株　稔
?
棊　重 平　均 m2当たり
処理区 1粒棊 2粒ii医 3粒泰 総英重 1英重
?
重
①10cm並木植 4．4 11．5 4．2 20．1 1．21 50．3
（22） （57） （21） （100）
②10cm千鳥植 4．7 13．3 4．5 22．4 1．14 56．0
（21） （59） （20） （100）
平　均 4．6 12．4 4．4 21．3 1．18 53．2
（22） （58） （20） （100）
③20cm並木植 5．7 14．4 5．6 25．7 1．12 32．1
（22） （56） （22） （100）
④20cn千鳥植 6．8 18．7 6．5 32．0 1．26 40．0
（22） （58） （20） （100）
平　均 6．3 16．6 6．0 28．9 1．19 36．1
（22） （57） （21） （100）
⑤30cm長方形植 6．9 22．7 8．1 37．7 1．30 31．3
（18） （66） （22） （100）
⑥30cm千鳥植 14．1 24．0 9．8 47．8 1．44 39．7
（29） （50） （21） （100）
平　均 10．5 23．4 9．0 42．8 1．37 35．5
（25） （54） （21） （100）
正常植　　平　均 5．7 16．2 6．0 27．8 1．21 37．9
（20） （58） （22） （100）
千鳥植　　平　均 8．5 18．7 6．9 34．1 1．28 45．2
（25） （55） （20） （100）
注：（）内の数値は総英重に対する1～3粒萸重の割合いを示す。
第5表食味テスト目
栽植 ①10cm・②10cm ③20cm ④20cm ⑤30cm ⑥30cm
食味内容 並木植区 千鳥植区 並木植区 千鳥植区 長方形植区 千鳥植区
歯あたり （感触） 一100 一100 一100 十70 十100 十100
粘り気 （感触） 一100 一100 一90 十70 十100 十100
甘さ （食味） 一100 一100 一100 十70 十100 十100
水気 （食味） 一100 一100 一100 十70 十100 十100
＊一ｫい　＋良い　食味老（農場実習皿受講者42名）
＊＊ｴ触・・歯あたり，粘り気は歯での感触……甘さ，水気は舌ざわり感触
とめたものが第5表である。
　本表からもみられるように，食味については処理区間できわめて明らかな差が認められ，10
cm区ではすべての項目について悪い（一）との回答が100％であったのに対し，30　cm区では
すべての項目について良い（＋）との回答が100％得られた。興味あるのは20cm区であり，同
じ栽植密度でありながら並木植区ではほとんど100％が悪い（一）との回答に対し，千鳥植区で
は良い（＋）との回答が70％も得られた。こうした理由を明らかにするための詳しい調査は行
われなかったが，第4表にみられるような各処理間における平均1黄重の違い，つまり子実の
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充実度に大きなかかわりをもつものと考えられた。
む　　す　　び
　以上の結果から，極早生品種を用いてのエダマメ栽培では，収量，食味とくに食味の点から
m2当たり10株前後（40×25～30）の疎植が必要であり，同じ栽植密度条件下では正常植（並木
植，長方形植）に比べ千鳥植が有利なことが認められた。
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